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１） 事業所名 ロジスネクスト九州株式会社

　　代表者氏名 代表取締役　松下 広司

２）　所在地 本　社　　　 　〒812-0863 　福岡県福岡市博多区金の隈1-38-24

その他　38拠点（別紙）

３）　環境管理責任者 サービス部 部長　　谷　博道

　　　　担当者氏名 管理部　　部長　　川邉　俊幸

　　　　連絡先 ＴＥＬ　092-503-3310    ＦＡＸ 　092-503-3392

Ｅメールアドレス　　 toshiyuki_kawabe@logisnext.com

４）　事業の内容

５）　事業の規模

単位 本社 他 合計

従業員数 人 65 471 521

６）　事業年度 4月～翌年3月

２．認証・登録の対象範囲(全組織・全活動)

１） 事業活動

２） 対象事業所 本　社　　　 　〒812-0863 　福岡県福岡市博多区金の隈1-38-24

その他　38拠点（別紙）

1.　組織の概要

フォークリフト、搬送用ロボット等の自動倉庫 の物流システム商品の
販売・メンテナンス

総売上額： 19,347百万円 (2022年4月1日～2023年3月31日）

フォークリフト、搬送用ロボット等の自動倉庫 の物流システム商品の
販売・メンテナンス
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全従業員

代表者

環境管理責任者

ＥＡ２１委員会

環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚する
決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加する

部門長

環境経営方針、環境経営目標、環境経営計画を部門全員に周知する
環境経営目標達成のため、責任を持って自部門の環境活動を推進する
自部門で発生した問題点の是正処置、予防処置を実施する
自部門に関連する法規制等を順守する
自部門に関連する緊急事態への準備及び対応の訓練を実施する
自部門の教育・訓練を実施する

経営における課題とチャンスを明確にする
代表者として環境経営全般について責任と権限を持つ
環境経営方針を作成・見直し、従業員に周知する
環境管理責任者、ＥＡ２１事務局員を任命する
環境への取組を実施するための資源（人・もの・金）を準備する
ＥＡ２１全体の取組状況に関し評価、見直しを実施する

ＥＡ２１事務局
環境管理責任者を補佐し、ＥＡ２１文書及び記録類、及び基礎データの
作成・維持・集計・管理を行う
社外からの環境情報の収集と伝達を行う

ＥＡ２１ガイドラインの要求事項を満たす環境経営システムを構築し、
実行し、環境実績を向上させる。
毎年、環境経営目標、環境経営計画を作成する。
３か月に１回、環境経営目標の達成状況及び環境経営計画の
実施状況を確認・評価する。
上記の結果を代表者に報告する。

３か月に１回開催し、環境経営目標及び環境経営計画の実施状況を
審議する。

３．実施体制

北九州支社
　支社長：岡田智行

所　属

代表者
社長　松下広司

　環境管理責任者
サービス部長　谷博道

役割・責任・権限

　　役割分担表

　　中九州支社
　支社長：亀崎龍司

　　南九州支社
　支社長：小森秀樹

  ＥＡ２１委員会
常務　門前博志

管理部長　川邉俊幸
ｻｰﾋﾞｽ副部長 藤浦英和

ＥＡ２１事務局
管理部長　川邉俊幸

管理課 課長代理　嶌岡孝太
管理課　　  中村喜代子

各拠点 各拠点 各拠点

作成日 改定日 責任者 作成者

2021.10.1 2022.10.1 谷 川邉

P2



4．環境経営方針

環 境 経 営 方 針

環境理念
ロジスネクスト九州株式会社は、資源の有効活用、地球環境の保全に努め、地域社会の継続

的な発展に貢献します。

基本方針
ロジスネクスト九州株式会社は、環境理念にもとづき、フォークリフト等の産業車両、物流

システム及び物流関連商品の販売･サービスを中心にした事業活動において、持続的な環境負荷

の低減と社会の環境改善を目指して、次の行動指針にもとづき積極的に活動する。

行動指針
1. 地球環境の保護と調和を経営の最重要課題のひとつとして位置づけ、社業を通じて、環境

保護への取り組みを継続的かつ計画的に進め、環境経営の継続的改善を図る。

2. 環境マネジメントシステムにもとづき、当社の事業活動が環境に与える影響を的確に捉え、

環境保護活動を推進するとともに、環境汚染の予防に努める。

3. 環境関連の法規、条例及び協定、当社が同意するその他の要求事項を遵守し、自主基準を

策定して環境保護に取り組む。

4. 当社の事業活動における環境影響を考慮して、以下を重要項目として取り組む。

(1)環境に配慮した製品の販売を行う。

(2) 電力、燃料等のエネルギーの効率的な使用及び省エネに努め、二酸化炭 素排出

量を削減する。

(3)産業廃棄物排出量を削減する。

(4)節水に努め、水使用量を削減する。

(5)化学物質の適正管理を行う。

５ この環境経営方針は、社内教育及び啓発活動を通じて全従業員に周知する。

2021年10月1日

ロジスネクスト九州株式会社

代表取締役社長 松下 広司
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５．環境経営目標（２０２２年度）

活動期間：2022年4月～2023年3月）

試行期間 年間

2020年4月
～

2021年3月

2020年10月
～

2020年12月

2021年10月
～

2021年12月

2021年4月
～

2022年3月

2022年4月
～

2023年3月

2023年4月
～

2024年3月

2024年4月
～

2025年3月

１．二酸化炭素排出量の削減 ㎏‐CO₂ 1,939,980 477,692 476,737 1,936,100 1,932,220 1,928,340 1,924,460

（1）電気使用量削減 kWh 936,451 222,720 222,275 934,578 932,705 930,832 928,959

（2）ガソリン使用量削減 ℓ 206,399 50,090 49,989 205,986 205,573 205,160 204,748

（3）軽油使用量削減 ℓ 366,317 91,933 91,749 365,584 364,852 364,119 363,386

２．廃棄物排出量の削減

一般廃棄物排出量の削減 ㎏ 全拠点把握 全拠点把握

産業廃棄物排出量の削減 kg 242,111 60,263 60,142 241,626 241,142 240,658 240,174

３．水使用量の削減 m³ 7,239 1,938 1,934 7,225 7,210 7,196 7,181

４．化学物質の適正管理

中古車
販売台数

1,116台 270台 279台 1,030台 1,080台 1,140台 1,200台

グループ
会社内で
の研修参

加

5回 年9回

社内研修
年2回／
内部監査
年10回

社内研修
年2回／
内部監査
年10回

社内研修
年2回／
内部監査
年10回

清掃活動 月1回 月1回 月1回 月1回 月1回

用紙
オイル

22年度より
使用量の把
握

備考

１．二酸化炭素の排出量には灯油及びLPGからの排出量も含めた。
２．購入電力の二酸化炭素排出係数は、0.524kg-CO2／kWh（ダイワハウス　2019年度・調整後）を使用した。

５．中古車販売による環境貢
献

環境経営目標 単位

８．資源使用量の把握

６．社内研修によるエコアク
ション21の周知徹底

７．拠点周辺清掃活動による
地域貢献

（全拠点把握後0.2％づつ削減）数量は一部拠点のみ

溶剤、塗料その他化学物質の適正管理を行う

基準年
2020年度

目標

2021年度（0.2%削減） 2022年度
（0.4%削減）

2023年度
（0.6%削減）

2024年度
（0.8%削減）

作成日 改定日 責任者 作成者

2021.10.1 谷 川邉
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６.　環境経営計画

部門（責任者）

川邉

川邉

嶌岡

谷

嶌岡

嶌岡

嶌岡

嶌岡

活動項目 部門（責任者）

嶌岡

嶌岡

嶌岡

嶌岡

谷

谷

谷

谷

活動項目 部門（責任者）

嶌岡

嶌岡

嶌岡

活動項目 部門（責任者）

谷

谷

5.中古車販売による環境貢献

活動項目 部門（責任者）

門前

門前

谷

6.社内研修によるエコアクション21の周知徹底

活動項目 部門（責任者）

谷

谷

活動項目 部門（責任者）

川邉

活動項目 部門（責任者）

川邉

8.資源使用量の把握

会社で使用する用紙（A4など）、整備で使用するオイルの使用量を把握

4.化学物質の適正管理

塗料は、水溶性を使用（有機溶剤は禁止）

化学物質安全性データシート（SDS)の活用

拠点ごとに月1回拠点周辺の清掃

3.水使用量の削減

節水呼びかけの表示

水道配管からの漏水を定期的に点検

手洗い時、洗い物においては、日常的に節水

7.拠点周辺清掃活動による地域貢献

フォークリフト下取・買取の強化

廃バッテリー、廃油のリサイクル

社内研修によるエコアクション21活動の周知徹底

内部監査を活用して実施状況の確認と指導の実施

下取・買取車の商品化及び販売

2.廃棄物排出量の削減

廃棄物の分別及び排出量の把握

廃棄物の分別の徹底

5S（整理整頓清掃）活動の実施

軽油使用量
の削減

エコドライブで急発進、急加速、空ぶかし排除

社有車運行記録簿による燃費管理

一般廃棄物
一般廃棄物排出量の把握

リサイクルの推進

ゴミ箱の削減又は撤去

リサイクルの推進

分別回収ボックスの適正配置
産業廃棄物

ガソリン使
用量削減

エコドライブで急発進、急加速、空ぶかし排除

社有車運行記録簿による燃費管理

活動項目

1.二酸化炭素排出量の削減

電気使用量
削減

照明不必要時消灯

設備立ち上げ時間短縮、生産効率アップ

空調機温度適温化

LED照明への切替
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7．環境経営目標の実績

活動期間：2022年4月～2023年3月

基準年
2020年度

目標 実績 差異 達成率
結果
評価

１．二酸化炭素排出量の削減 ㎏‐CO₂ 1,939,960 1,932,220 1,962,980 30,760 98.4% ×

（1）電気使用量削減 kWh 936,451 932,705 1,001,307 68,602 93.1% ×

（2）ガソリン使用量削減 ℓ 206,399 205,573 195,355 -10,218 105.2% ○

（2）軽油使用量削減 ℓ 366,317 364,852 371,819 6,967 98.1% ×

２．廃棄物排出量の削減

一般廃棄物排出量の把握 ㎏ 一部拠点のみ 全拠点把握 86,372 △

産業廃棄物排出量の削減 ㎏ 242,111 241,142 331,830 90,688 72.7% ×

３．水使用量の削減 m³ 7,239 7,210 7,176 -34 100.5% ○

４．化学物質使用量の適正管理 有期溶剤は禁止 購入なし 100.0% ○

台 1,116 1,080 1,228 148 87.9% ○

回
社内研修:年2回
内部監査:10回

社内研修:年2回
内部監査:11回

100.0% ○

7．拠点周辺清掃活動による地域貢献 回 月1回 月1回実施 100.0% ○

8．資源使用量の把握（用紙・オイル） ㎏
全拠点

使用量把握
用紙:10,450kg
オイル:289,408kg

100.0% ○

備考

１．二酸化炭素の排出量には灯油及びLPGからの排出量も含めた。

２．購入電力の二酸化炭素排出係数は、0.524kg-CO2／kWh（ダイワハウス　2019年度・調整後）を使用した。

３．評価　〇：実施できた　△：十分とは言えなかった　×：不十分であった

単位

2022年4月～2023年3月

5.中古車販売台数の増加

6.社内研修によるEA21活動周知と内部監査
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8.　環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の取組内容

○

○

空調機温度適温化 ○

△

○

○

○

○

△

△

△

△

△

△

△

○

○

○

○

〇

〇

5.中古車販売による環境貢献

○

○

○

6.社内研修によるエコアクション21の周知徹底

〇

○

〇

8．資源使用量の把握

〇

〇：実施できた　△：十分とは言えなかった　×：不十分であった

取組内容は前年度の活動項目と
同様とし、自分の運転を点数と
して「見える化」しエコドライ
ブを意識するよう取組んでい
く。

2022年度の評価 次年度の取組内容

拠点ごとの用紙・オイルの使用量把握 今期より拠点ごとの使用量把握
ができました。

2022年度の使用量の削減に向け
た取組みを行う。

実施
状況

実施
状況

活動項目
実施
状況

7.拠点周辺清掃活動による地域貢献

（継続）営業・サービス部門連
携し、下取・買取及び商品化を
強化し、販売につなげていく。

廃バッテリー、廃油のリサイクル

削減活動の取り組みの実施によ
り削減できた。

削減活動の取り組みの実施も、
コロナ禍より当社の事業活動の
回復による使用量が増加した。

次年度の取組内容

分別回収ボックスの適正配置

リサイクルの推進

節水呼びかけの表示 削減活動の取り組みの実施によ
り削減できた。

（継続）前年度の活動項目と同
様とし、継続していく。

2022年度の評価

（継続）前年度の活動項目と同
様とし、継続していく。全拠点
に再度周知と個別に分別状況を
確認し改善する。

拠点によって項目毎の分別保管
が完全にはできていない、コロ
ナ禍より当社の事業活動の回復
により全体的に排出量が増加し
た。

活動項目

産業廃棄物

廃棄物の分別の徹底

5S（整理整頓清掃）活動の実施

3.水使用量の削減

手洗い時、洗い物は、日常的に節水

水道配管からの漏水を定期的に点検

活動項目

4.化学物質の適正管理

活動項目

実施
状況

（継続）月1回の清掃活動

下取・買取車の商品化及び販売

活動項目 2022年度の評価 次年度の取組内容

社内研修によるエコアクション21活動の周知徹底 環境経営方針への取り組みにつ
いてオンライン研修を実施。
内部監査にて実施状況を確認し
指導した。

（継続）環境経営方針の取組
み、環境法令遵守に関しては、
内部監査を通じ、現場確認と指
導を実施する。

次年度の取組内容

内部監査を活用して実施状況の確認と指導の実施

活動項目 2022年度の評価

拠点ごとに月1回拠点周辺の清掃 月1回の清掃活動を実施した。

2022年度の評価 次年度の取組内容

化学物質安全性データシート（SDS)の活用

実施
状況

下取・買取を強化し、販売台数
目標達成となった。

2022年度の評価 次年度の取組内容

塗料は、水溶性を使用（有機溶剤は禁止） 活動項目は十分理解され、適正
な管理ができていた。

（継続）化学物質の適正管理さ
れるように、内部監査にて徹底
していく。

フォークリフト下取・買取の強化

実施
状況

次年度の取組内容

電気使用
量削減

照明不必要時消灯

LED照明への切替

設備立ち上げ時間短縮、生産効率アップ

2022年度の評価

昼休み、残業時の照明の消灯、
LED照明の切替と削減活動取組み
に務めましたが、コロナ禍より
当社の事業活動の回復による使
用量が増加した。

取組内容は前年度の活動項目を
従業員に具体的にわかりやすい
項目表現に変更し、引き続き取
り組んでいく。

実施
状況

次年度の取組内容活動項目 2022年度の評価

廃棄物の分別の徹底 前年度の活動項目より一部変更
し、全拠点に再度周知と個別に
現状の排出量の把握方法を確認
し改善する。

一般廃棄物

拠点によって項目毎の分別保管
が完全にはできていない、排出
量の把握も一部拠点で不十分
だった。

実施
状況

一般廃棄物排出量の把握

リサイクルの推進

ゴミ箱の削減又は撤去

1.二酸化炭素排出量の削減

活動項目

2.廃棄物排出量の削減

ガソリン
使用量削減

エコドライブの推進

社有車運行記録簿による管理

軽油使用
量削減

エコドライブの推進

社有車運行記録簿による管理
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９.　環境経営計画に基づき実施した取組内容（1）

　　① 省エネの取り組み

工場の水銀灯及び事務所の蛍光灯を順次拠点ごとにLED照明に切り替え、

省電力に努めました。（10拠点にて切り替え実施。）

社有車に関しては、ドライブレコーダー装着しドライバーの1日の運転診断結果を

メールでフィードバック配信することで、自身の運転を点数と各項目を5段階評価で

「見える化」し、エコドライブに心がけ、ガソリン・軽油の節減を心がけました。

　　② 産業廃棄物の削減及びリサイクル

フォークリフトの整備に伴い、種々の産業廃棄物が排出されますが、

分別保管を徹底し、廃油・廃バッテリー・鉄くず等はリサイクルに努めました。

　　③ 自社製品に関わる環境配慮

新車の下取車や買取、リース・レンタル終了後の車両を整備し、中古車販売

する事により資源の再利用を促進しました。
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９.　環境経営計画に基づき実施した取組内容（2）

　　④ 社内研修によるエコアクション21活動の周知徹底

当社が取り組む「環境経営方針」についてオンライン研修にて全従業員を

対象に行いました。

登録審査時の改善事項を「今後実施すべき事項」として、九州38拠点の

環境管理責任者及び担当者を対象に資料説明を行いました。

　　⑤ 内部監査を活用して実施状況の確認と指導の実施

内部監査にて11拠点にて監査チェックリストに沿って実施しました。

　　⑥ 緊急事態発生時を想定した訓練

整備場にて、整備車両からの油漏れを想定し訓練しました。

訓練によって、十分に有効性がある事を確認しました。

⑦ 拠点ごとに月1回拠点周辺の清掃

各拠点にて拠点周辺の清掃活動を行いました。
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９.　環境経営計画に基づき実施した取組内容（3）

⑧ 各拠点ごとの環境経営目標を設定と「見える化」。

登録審査時の改善事項「各拠点ごとの環境経営目標」を、2021年度の実績を

基準として設定し、実績との比較をグラフで「見える化」しました。

⑨ 当年度(Q別)実績集計分析評価

各拠点ごとに、３ヶ月に1度、目標と実績の差に対し、分析評価を

行うようにしました。
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１0．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果
                                         並びに違反、訴訟等の有無

当社の事業活動、製品及びサービスに適用される環境関連法規等は次のとおりです。

エネルギーの使用の合理化に関
する法（省エネ法）

エネルギーの使用の合理化の目標を定め、計画的に取り組む。

2023年4月に上記の環境関連法規等の遵守状況を確認・評価した結果、違反はありませんでした。

また、関係機関等からの指摘、利害関係者からの訴訟もありませんでした。

変圧器コンデンサ、照明器具コンデンサにPCBの含有はありませ
ん。

フロン類の使用の合理化及び管理
の適正化に関する法律

機器の点検及び点検等の履歴の保管

労働安全衛生法 ガス溶接、クレーン、フォークリフト等有資格者の選任

高圧ガス保安法 溶接用ガスボンベの保安・移動規則の遵守

特定化学物質の環境への排出量
の把握等及び管理の改善の促進
に関する法律（ＰＲＴＲ法）

特定化学物質取扱いはありません。

消防法 油脂庫の保管料は、少量危険物の範囲内で管理

PCB廃棄物特別措置法

廃棄物の処理及び清掃に関する
法律（廃掃法）

一般廃棄物及び産業廃棄物の管理・排出
マニフェストの交付・回収・保管の適正処理

特定家電用機器再商品化法
テレビ、冷蔵庫、パッケージエアコン、洗濯機の再商品化の為の指
定業者への引渡し

使用済み自動車の再資源化に関
する法律

使用済みの社有車を指定業者へ引渡し

浄化槽法 浄化槽の定期的な清掃

騒音規制法
特定建設作業の届出
建設現場での機械使用時の騒音レベルの遵守

振動規制法
特定建設作業の届出
建設現場での機械使用時の振動レベルの遵守

適用される法規等 適用される事項（施設・物質・活動等）

水質汚濁防止法 油脂庫、油水分離施設の管理保全及び排水管理活動

下水道法 油脂庫、油水分離施設の管理保全及び排水管理活動
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2022年度は初めて年間を通して、エコアクション21の活動に取り組みました。

二酸化炭素排出量、産業廃棄物排出量は、取組みにより削減効果がありましたが

コロナ禍より当社の事業活動の回復による使用量が増加し、目標に対し削減できませんでした。

産廃物の分別について拠点によって項目毎の分別保管が完全にはできていません。

個別に分別状況を確認し、分別ボックスの設置など改善を行います。

今年度より38拠点ごとの環境経営目標を設定し、拠点ごとの実績との比較をグラフで「見える化」

したことで、各拠点にて次に重点を置く活動項目がわかる、仕組み作りができました。

今後、この仕組みと内部監査を活用し実施状況を確認しながら拠点ごとの改善策を検討して

削減に努めます。

次年度以降も、従業員一人一人が環境理念である「資源の有効活用、地球環境の保全に努め

地域社会の継続的な発展に貢献する。」ことを意識し各自が行動して、削減活動に取り組んで

行きます。

環境経営方針 ■変更なし　　□変更あり

環境経営目標 □変更なし　　■変更あり 目標値は実績を踏まえて見直すこと

環境経営計画 □変更なし　　■変更あり 活動項目の実施内容一部変更と

具体的にわかりやすい表現に変更

１１．代表者による全体評価と見直し・指示
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１２.次年度の環境経営目標

１．二酸化炭素排出量の削減 継続

（1）電気使用量削減 継続

（2）ガソリン使用量削減 継続

（3）軽油使用量削減 継続

２．廃棄物排出量の削減 継続

一般廃棄物排出量の削減 継続

産業廃棄物排出量の削減 継続

３．水使用量の削減 継続

４．化学物質の適正管理 継続

５．中古車販売による環境貢献 継続

６．社内研修によるエコアクション21の周知徹底 継続

７．拠点周辺清掃活動による地域貢献 継続

８．資源使用量の把握 継続

１３.次年度の環境経営計画

部門（責任者）

継続(表現変更) 川邉

継続(表現変更) 川邉

継続(表現変更) 川邉

継続(表現変更) 川邉

継続(表現変更) 川邉

変更 川邉

継続(表現変更) 嶌岡

継続 嶌岡

継続(表現変更) 嶌岡

継続 嶌岡

活動項目 部門（責任者）

継続 谷

継続 谷

継続 谷

変更 川邉

継続 谷

継続 谷

継続 谷

継続 谷

活動項目 部門（責任者）

継続 川邉

継続 川邉

継続 川邉

活動項目 部門（責任者）

継続 谷

継続 谷

5.中古車販売による環境貢献

活動項目 部門（責任者）

継続 門前

継続 門前

継続 谷

6.社内研修によるエコアクション21の周知徹底

活動項目 部門（責任者）

継続 谷

継続 谷

活動項目 部門（責任者）

継続 川邉

活動項目 部門（責任者）

継続 川邉

環境経営目標

拠点ごとに月1回拠点周辺の清掃

8.資源使用量の把握

会社で使用する用紙（A4など）、整備で使用するオイルの使用量を把握

電気使用量
削減

【節電】昼休み、残業時は、事務所、工場の照明は消灯する。

【節電】業務改善により作業時間短縮、生産効率アップを行う。

フォークリフト下取・買取の強化

下取・買取車の商品化及び販売

廃バッテリー、廃油のリサイクル

社内研修によるエコアクション21活動の周知徹底（2回/年）

内部監査を活用して実施状況の確認と指導の実施（10回/年）

7.拠点周辺清掃活動による地域貢献

節水呼びかけの表示

手洗い時、洗い物においては、日常的に節水

水道配管からの漏水を定期的に点検

4.化学物質の適正管理

塗料は、水溶性を使用（有機溶剤は禁止）

化学物質安全性データシート（SDS)の活用

産業廃棄物

廃棄物の分別の徹底

リサイクルの推進

分別回収ボックスの適正配置

5S（整理、整頓、清掃、清潔、躾）活動の実施

3.水使用量の削減

2.廃棄物排出量の削減

一般廃棄物

廃棄物の分別及び排出量の把握

一般廃棄物排出量の把握

リサイクルの推進

ペーパーレス化の実施

ガソリン使
用量削減

ドライブレコーダー導入によるエコドライブの点数の見える化で急発進、急加速、空ぶかし排除

社有車運行記録簿による燃費管理

軽油使用量
の削減

ドライブレコーダー導入によるエコドライブの点数の見える化で急発進、急加速、空ぶかし排除

社有車運行記録簿による燃費管理

【節電】LED照明への切替を行う。

1.二酸化炭素排出量の削減

活動項目

【節電】夜間・休日は、パソコン、プリンターなどの主電源を切る。（退社時電源OFF）

【節電】エアコンの設定温度を決め、実行する。（夏：冷房28℃、冬：暖房20℃）

【節電】エアコンの定期点検と清掃を行う。
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